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マルゴ と パオロ

ほんとうだよ！ マルゴは面
めん

倒
どう

な仕
し

事
ごと

だって 
楽
たの

しいことにできる。冗
じょう

談
だん

はとても面
おも

白
しろ

い！ 
それに，とてもいいアイデアを思

おも

いつく。 
そして，みんなに親

しん

切
せつ

だ。

いいかい，あの子
こ

たちは 
見
み

のがしているんだ！ 
ぼくはマルゴといると， 

いつも楽
たの

しいよ。

わたしがうっとうしいんだって。 
そして，もう友

とも

達
だち

で 
いたくないんだって。

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ー
テ
ィ
ー
・
マ
ク
デ
ィ
ー

分
わ

かった，分
わ

かった。 
そこまで言

い

わなくていいよ。
ありがとう，パオロ。何

なに

を言
い

えば 
いいか，いつも分

わ

かっているのね。 
とても気

き

分
ぶん

が良
よ

くなったよ。

どうしたの？

それはかわいそうに。

おいおい，ほんとうのことを 
言
い

っているだけだよ。

ミゲルとフリアが 
わたしのことを話

はな

しているのが 
聞
き

こえたの。


